１１　羽合の集落

集落発生の要素　　　　およそ、集落が発生し、人間が定着するのには、山・水・可耕地・気温・食糧の獲得可否が主な要素である。山を負い自然湧水が得られ、原始農業としての稲のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(じきまき),直蒔)の容易にできえた長江・清谷、北に高浜を負い、飲料水としての清流天神川に臨み、川漁も容易であり、井戸を掘れば清水も得られ、季節によっては海漁も可能な長瀬、これら諸要素のどれかをそなえている宇野・橋津・上橋津・南谷も、大小の差こそあれ、また古い集落発生地であったと推定してさしつかえない。

　　　　　　　　　　　浅津は、集落地には山もなく、飲料水に乏しいところであったが、とくに、その底層には、ローム層地盤があるように察せられ、条里制耕地が整備してからは、周辺部落からの出作者が、よほど古い時代から集まったところであるらしく、下浅津の東北部に古い井戸がのこっており、このあたりが上・下浅津発生の原集落ではないかとおもわれる。ことに昭和４１年１月に長江と上
古代住民居住地跡　　浅津の中間、長江寄り３００メートルあたりの水田でEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps6 \o\ad(\s\up 7(●●),ジミ)ぬき工事のとき、表土下１、２メートルの層からEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(すえき),須恵器)や、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(はじき),土師器)・杭・板ぎれが出土したことからかんがえると、古代住居阯がひそんでいるかもしれない。

伯井田東分・伯井　　　正嘉２年の東郷庄園図のできたころには、すでに上・下浅津は伯井田東分・伯井田西分と明記
田西分　　　　　　　された家居が描かれており７００年前には、すでに集落が固定していたことが認められる。このほか、この地図には湊村（橋津）・宇野・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(な),那)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(した),志田)（園）・野方・長和田・長江なども記され、湊神社・南谷の神社・一ノ宮・長和田の宮なども社殿が描きこまれている。ことに湊神・一ノ宮（EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(しど),倭)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(りの),文)
貞観格、延喜式の　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(かみ),神)）は、貞観格やEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(えんぎしき),延喜式)所載の国史現存社であるから、庄園絵図時代よりはるかにEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(さかのぼ),遡)り、いま

現存社　　　　　　　から約１１００年前から国が認めた古社である。これと氏子関係にある集落も、また古いと推定してまちがいはない。（巻頭写真参照）

河原家と松尾神社　　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(みずおち),水下)については、この村の旧家河原家に古い伝説がのこっている。この伝説によると、河原家はもとEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(かわはら),河原)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(さ),左)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(だいじん),大臣)家に４軒の各家ができ、そのうちの一家が水下に移住して来たもので、明治ごろの当主六三郎の時代まで、京都の河原家と文通していたということである。（鋤、井上勇太郎翁の実話）、水下の東に字「古屋敷」というのがあるから、このあたりが河原家の古邸であったかも知れない。それと、この近辺がもとの京都の松尾神社の荘園地であったから、あるいは、そこに河原の左大臣がかって美作守であったころに縁故関係があって移住して来たものかも知れない。そうすると、水下部落の発生も、すでに平安朝時代にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(さかのぼ),遡)ることが考えられる。（このことは後の「東郷之庄下地中分絵図」の解説にゆずる）
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一ノ宮と倭文部の　　　宇野・宇谷は、古くから一の宮の氏子で、漁場の神社、並に、この神社を氏神とするEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(し),倭)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ずべ),文部)の
長　　　　　　　　　長との関係を考えると、これも平安朝時代からの漁場小部落であったと推定することも、あながち無理ではあるまい。

　　　　　　　　　　　藩政末期の開田流行の空気に刺激されて発生した長瀬浜の新川のごとき小集落や戦国時代に清谷からの出作部落として発生したらしい伝説のある田後などをのぞけば、以上の集落発生起源は相当古い時代であったことが考えられる。ではそれ以前に住民はなかったかといえば、これはまた別な問題で、原住民の有無については、次に項をあらためて述べることにしよう。
集落の形成　　　　　　集落の形成からいえば、上・下浅津・赤池・水下・田後は、もと耕地や水辺に密集した集村として発生したものであるし宇野や上橋津・南谷は、山にかこまれあるいは山を背にして発生したEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(へきち),僻地)部落である。もっとも、前記正嘉２年の東郷庄下地中分絵図によれば、上橋津・南谷の前に橋があるから、一面東西に通ずる海浜小道路に沿うて断続した連村であったともいえる。田後は、現在では鳥取・米子旧国道と倉吉・津山街道の交叉点にあたり、田圃中の集落から道路沿いに移動し、ことに最近国道９号線の開通にともなって人家はたちならび、急激な変ぼうと発展をしめしつつある。橋津は、帯状の狭い断崖下に点在し、湊神を仰ぐ古い港村として発生し、旧藩倉の設けられた正保２年以来、発展に発展をかさねた中部の繁華街であったが、山陰線鉄道の開通以
東郷庄園外の長瀬　　来、その生業内容が全然変って来た。長瀬は、旧国道線に沿うたＳ字形の、そして名のごとく長
部落　　　　　　　　い連村的街村として発達した集落である。東郷庄下地中分絵図には、東郷の庄園外であることから記載にもれているが、戦国時代の南条・吉川両軍の攻防戦に「長瀬川の戦」がのっているから、ずっと昔からの川沿の農漁村であったのが、国道開通の明治中期以来、現在の形に整ったものであろう。ことに因伯両州の中央にあたる相当の大村であったから、ここに宿場がおかれ、宝暦（２１３年前）ごろの「郡村明細帳」長瀬村の項目の中に「宿馬十一疋、天神川渡拾九石六斗」と記され駄馬賃までくわしく明記されている。

　（註）(１)河原左大臣は、源融、嵯嶬天皇の皇子で、嵯峨源氏の祖、相模守・近江守・美作守・
　　　　　 陸奥出羽按察使を歴任し、位従一位に累進、別業を宇治嵯嶬に山荘を設け六条東に河
　　　　　 原院を造営し、豪華を極め、寛平７年７６才で薨じ、正一位を追贈された。
　　　　　 その作歌一首は、百人一首に採録されている。

　　　　　 大政大臣藤原基経でさえ、一歩をゆずるほどの勢位をもっていた。

（1）











